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『緑風讃歌』


短歌集


　

　


ちぬの海短歌会 　井草晋一（風讃）


四季の風


　

　　　　　　　　井草晋一

　

「風は己が好むところに吹く。汝その聲を聞けども、何処より来たり何処へ往くを知らず。すべて霊によりて生まるる者も斯のごとし。」（聖書）


『春』

雪解けの滝思わする春雷の春の嵐に梅は散るらむ

萌え出ずる薄紫に囲まるる山ツツジ咲く朝の祈り場

萌え出ずる若葉の梢の紋白蝶フラッシュライトの我が目に眩しき

散り際に紅の色増す山桜笑顔優しきかの人に似て

満開の夜桜打ちし春の雨水玉模様を刻み残せり

イカナゴの釘煮作れる妻の横ふきのとう煮る我も手早く　

　

『夏』

受難曲知っているかと問いかけし上司を想う御巣鷹の夏

打ち寄せる大波かぶりはしゃぐ子の影ひとときも妻の目離れず

湧く霧にすれ違うごと肌寒し碓氷峠の夏の山越え

野辺の道「平和の人」の蒔きし種人知れぬ中微笑みて咲く

黒雲に追われるごとく川を去る父と子の背に天の放水

草刈りにそれぞれ頑張る「トライやる」「バイブル・キャンプ」は夏への支度

　

『秋』

台風の吹き通りたる置き土産「出合いの道」の青きイガグリ

長き影踏みて興じる子供らと遊びし夕日はつるべを忘れり

この色を心に刻めと子に示す播磨の夕焼け高炉の輝き

パパ見てよ叫べる子らのサビキ釣り子鰯踊る秋の夕暮

秋の陽にきらめく妻の黒髪は金木犀のヴェールかぶりぬ

ドングリの屋根打つ音に目をさます夜半の月は冴えて光れり

能勢川の岸辺に織りなす綾錦我が家は今日も秋のただ中

　

『冬』

瀬戸内のまれな大雪子供らは日射しと競いてかまくら作る

山中の倒れし松に腰かくる我が背に積もれる雪のささやき

夕暮れてリフト止りしゲレンデを必死に降りゆく妻と子と我

息あわせ妻と乗りたるペアリフトしばし心は青春時代

我妻に初めて贈りし白き服元旦の朝輝いて見ゆ

新春のダムの夕日にフォーカスは人知れぬ中我妻に向く

　

（『合同歌集　ちぬの海 ２』　平成十二年（２０００年）　一月）

　


　


八木重吉と短歌


　　　　　　　　　井草晋一

　

瓢々のこのうみちぬとひとのいふよろしきその名にきみのおもはる

　


「秋のひかり」


ひかりがこぼれてくる

秋のひかりは地におちてひろがる

このひかりのなかで遊ぼう

　


金なきゆえ ##　


金なきゆゑ詩集をあみえず

つまと　かなしみてかたり

わづかづつ　かねをため

いつの日か　わが集を

いださんとねがふ

　　


「ねがひ」


どこを断ち切ってもうつくしくあればいいなあ


　　

　「詩人ハ木重吉の詩は不朽である。このきよい、心のしたたりのやうな詩はいかなる世代の中にあっても死なない。詩の技法がいかやうに変化する時が来ても生きて読む人の心をうつに違ひない。それほどこれらの詩は詩人の心のいちばん奥の、ほんとの中核のものだけが捉へられ、抒べられてゐるのである。・・・」

と『定本八木重吉詩集』の序で高村光太郎は賛辞を贈っている。二十九歳で結核のため早世した重吉は、一八九八年（明治31年）東京府南多摩郡堺村柏原大戸（現在の東京都町田市柏原町）に生まれ、一九二一年（大正10年）東京高等師範を卒業し、四月に兵庫県立御影師範学校英語科教師として赴任した。

　彼は翌年七月、二十四歳の時に島田とみと結婚した頃から、詩作活動に力を入れ、一九二七年（昭和２年）十月二六日に召天するまで、わずか六年間であったが、研ぎ澄まされた感性と、幼子のごとき純粋性に溢れた詩を記したのである。興味深いことに、重吉は本格的に詩作活動に入る前の二年間において、毎日十数首、多い日には三十首もの短歌を日記に記している。そしてそれは、御影師範に赴任する直前の三月、十七歳の少女島田とみの家庭教師としての出会いから婚約、結婚に至る二年間そのものであった。

　

　偽善者の八木めが今日もさかしらに教壇にたちて世迷ひをとく

　

　とみ子とはつめたかるみ名やみてあればひとしほきみがこわれけるかな

　

　身もすてて聖書を抱きさすらひて哀しき旅をいつの日にせん

　

　彼の深い自己認識は、純愛にも例えられるとみ子への愛と、殉教者を思わせるような、キリストヘの肉迫と求道心にあった。詩人ハ木重吉の詩を開花させたのは、短歌と共にあった、この御影時代の二年間だったと言えよう。

　

　「富さんも、詩か、歌か作ったら、きっと、送って下さい。歌には、上手下手はないのであって、ただ、その人の情緒が純潔に高揚されてゐるか否かが唯一の問題であると、私は考へてをります。」

　

（『ちぬの海』　平成五年十一月号　）

　


　


橡葉の森


　　　　　　　　　井草晋一

　

水仙の花は肩寄せ春を待つみぞれまじりの雪の降る朝

　

赤々になお透き通る赤に染め春嵐（しゅんらん）一過の夕焼け去りゆく

　

やって来たカブトクワガタススメバチ橡（くぬぎ）の森の居酒屋開きに

　

あっラズベリーの群生だ石垣の笹の中より刈り分ける夏

　

ファイアーの残り火囲む子どもらは和解のプロセス始めているよ

　

礼拝堂の小さな庭のここかしこオオマドボタルの幼虫光れリ

　

ニイニイにアブラにクマにミンミンにツクツクカナカナ猛暑過ぎ行く

　

「一刀両断」求め来たりし我に問う戦闘能力奪う剣あり

　

レンジャーの訓練終えての昼食会頬こけた君に清さを感じて

　

降り積もる橡（くぬぎ）の落葉を照らす影夜半の月は凛と光れり

　　　　

　（『年間歌集』　平成二十年十一月　兵庫県歌人クラブ）

　


　


五枚の布団


　

　　　　　　　　　井草晋一

 　

単車にて走り来たりし父迎え共に喜ぶクリスマスの朝

　

車窓より間近に眺める富士の雪少ないと聞く啓蟄の朝

　

夜行バス中央道をひた走り我が父の待つ病室に着け

　

敷き詰めた五枚の布団の大きさに歳月思う父の通夜の日

　

我が父の遺影微笑む葬儀場あいさつ述べる私を見ている

　

ルビー色の透きとおりたる実をそっと親指で摘む木いちごの夏

　

受話器より「優勝したよ」の声届く「フィンガーピッキング・デイ」終わったね！

　

オープニングのギター演奏終えた君笑顔もホッとあいさつの声

　

トミー・エマニュエルの左手君の肩抱く大阪ライブのアンコール

　

息子らが一緒に奏でたライブ見るユーチューブの数日々に数えて

　


（『年間歌集』　平成２２年１１月　兵庫県歌人クラブ）

　


　


北摂の讃美歌


　　　　　　　　　　井草晋一

　

　豊能・北摂地域は、千利休の七哲の一人で、信長、秀吉に仕えたキリシタン大名の高山右近が活躍した地であり、キリシタンに関係する史跡や多尊石仏が数多くあります。大正時代まで「隠れキリシタン」として右近の信仰を引き継いだ人々が茨木の奥深い山里「千提寺」一円に住んでいたことは有名です。

　郷土歴史家の西川隆夫氏は、「豊能町は、高山右近とその妻（ユスタ・マリア）出生の地であり、永禄七年（一五六四年）に余野城主クロン殿（能勢光則の子？）以下五三名がキリシタンの洗礼を受けた記録（フロイスの日記）がある。」と述べ、同じ年に造立された「余野の十三仏」は、「キリシタンの洗礼を受けたことの記念碑というべき性質のものである。」と語っています。

　さまざまな形を取った「讃美歌」を辿りつつ当時のキリシタンや現代の信仰者の賛美を「短歌」にして行きたいと思う此の頃です。

　

ヨーヨーの演技で示すクリスマス子らのステージ輝いて見ゆ

　

病室に百花おのずと集まりぬ慰め与うる白百合居ませば

　

若人の日毎に濃くなる小麦色テラスの完成キャンプの間際に

　

紙コップにぎゅっと詰めたるカモミール妻への土産は真白き花の香

　

意欲ないと高校休みし長男の「はーい」と答うる三日目の朝

　

差しだせる白き桔梗を見つめつつ「私も好き」と妻は微笑む

　

　

キリシタンの魔鏡の映すクルス像いかなる嵐をくぐり来たらむ

　

ユスタ姫の信仰再び燃え立ちぬイエズスを仰ぐ右近に嫁ぐ日

　

家臣らにイエズスの聖具分け与う右近の手に添う燭光輝く

　

家臣らとオラショ唱えて語り合う明石の城主の最後の夜は更く

　

キリシタンの内藤如庵の八木城を訪ねる秋の日妻とのドライブ

　

鍬持つ手休めし人と妻を撮る如庵の碑文の由来を聞きつつ

　

我が息の激しさ増しゆく八木の城本丸跡には緑風流れて

　

八木城の本丸跡より我も見る眼下に広がる口丹波の町

　

八木城の本丸前の大岩に我も登りて平安祈れり

　

民国との講和交渉成し遂げし如庵の十字架夕日に輝く

　

　


曹学の合格せし子になお問いかける「他にもありしや国際貢献」

　

自衛隊の入隊予定者激励会茶髪にスーツの君輝いている

　

息潜め小銃受け取る君を見る「銃」の一声押し返しつつ

　

我妻の隣に並ぶ自衛官我がフォーカスは制帽の君に

　

フィンチ女史の墓に刻める碑文読む軍人伝道の心受けつつ

　

武山の訓練終えて帰宅せし息子を迎える腕相撲の夜

　

水鉄砲抱えた君は様になるバイブルキャンプのゲームのひと時

　


　

ケンタッキー油とスパイス火の勲章バイトの次男の腕に輝く

　

礼拝の終わりを告げる春一番屋根打つ音に皆天仰げり

　

斑鳩の太子に仕えし河勝の秦氏の故郷弓月（クンユエ）に立つ

　

カザフより持ち帰りたる「ドンブラ」を受け取る君の笑顔はこぼれり

　

「ドンブラ」の奏でる音色に走り来る「オータムフェスタ」に草原の風

　

木漏れ日のスポットライトに君は輝く「バイブルキャンプ」の秋のステージ

　

北摂のキリシタン史を辿りつつ君も至れリハライソの国

　


（『合同歌集　ちぬの海 ３』　平成二十一年二月）


　

　


あとがき


　

所属結社名：「ちぬの海」短歌会##

所属誌：「ちぬの海」

　

　　〒666-0155  

　　兵庫県川西市西畦野字餓景六―一

　　TEL. & Fax.  072-794-3537

　　　　　井草晋一
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